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第２回　まなびのひろば
大人の学びと交流を目的に、福岡県PTA連合会のすべての会員を対象とした研修会です。
今年度は、“新”家庭教育宣言実践報告会も同時に開催します。
政令指定都市を除く福岡県内公立小・中学校、義務教育学校、特別支援学校の保護者の皆さまの参加・視聴をお待ち
しています。

12：00～
13：00～13：30
13：30～14：30
14：40～16：00

16：00～

受付
開会行事
“新”家庭教育宣言・実践発表
基調講演「テーマ：みんな地球に生きる人」
アグネス・チャン 氏
閉会行事

「テーマ：みんな地球に生きる人」
Profile／歌手・エッセイスト・教育学博士［Ph.D.］。香港生まれ。1972年「ひな
げしの花」で日本デビュー。一躍、アグネス・ブームを起こす。上智大学国際学
部を経て、カナダのトロント大学（社会児童心理学）を卒業。‘84年国際青年年
記念平和論文で特別賞を受賞。‘85年北京チャリティーコンサートの後、エチオ
ピアの飢餓地帯を取材、その後、芸能活動のみでなく、ボランティア活動、文化
活動にも積極的に参加する。

★基調講演★ アグネス・チャン 氏

時を刻む　学びと交流　～子どもたちのために協働的活動を～

福岡県
PTA連合会

福岡県PTA連合会　令和4年度

　子育て研修会が開催されます！
●日時：11月9日（水）10：30～12：40
●会場：クローバープラザ1階クローバーホール（春日市原町3-1-7）
◎講演：「食卓の力～子どもの心もはぐくむ食～」　講師：佐藤剛史 氏

1973年大分県生まれ。農学博士。作家。食育研究科。九州大学大学院農学研究院助教。主
な著書に『ここ－食卓から始まる生教育』（西日本新聞社）、『すごい弁当力！』（PHP）など。

令和５年１月21日（土）13：00～
アクロス福岡　イベントホール
（福岡市中央区天神1-1-1）

プログラム

参加費
無料

※申し込み・配信については県P連ホームページにてお知らせします。

11／9
（水）

参加ご希望の方は県P連事務局まで

※集合型研修および録画配信

日時

場所

　

９
月
８
日
、
福
岡
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
（
県
Ｐ
）
松
尾
和
昭
会
長
ら
５
人
が
福
岡
県
教
育

庁
を
訪
れ
、「
令
和
４
年
度　

小
・
中
学
生
の
青
少
年
健
全
育
成
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
振
興

等
に
関
す
る
陳
情
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

陳
情
書
は
、
各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
毎
年
、
総
務
委
員
会
で
精
査

し
作
成
。
子
ど
も
た
ち
の
学
校
生
活
と
命
、
健
康
を
守
る
た
め
に
重
要
な
施
策
に
つ
い
て

要
望
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
例
年
、
県
に
提
出
し
て
い
ま
す
。

　

県
に
提
出
し
た
陳
情
書
は
、

①
児
童
生
徒
の
命
と
健
康
を
守

る
安
全
対
策　

②
教
育
の
充
実

を
図
る
教
職
員
配
置　

③
教
育

環
境
の
整
備　

④
生
徒
指
導
の

充
実　

⑤
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
振
興　

⑥
そ
の
他　

の
６
項
目
に
わ
た

り
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
の
継
続
要
望
に

加
え
、
今
年
度
は
新
規
要
望
と

し
て
「
②
教
育
の
充
実
を
図
る

教
職
員
配
置
」
に
「
部
活
動
の

地
域
移
行
に
つ
い
て
」
の
項
目

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
県
と
し

て
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
、
具
体
的
な
要
項
の
提
示
と

保
護
者
等
へ
の
十
分
な
周
知
を

求
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。
松
尾
会
長
は
「
突
然
通
知

さ
れ
て
も
保
護
者
も
戸
惑
っ
て

し
ま
う
。
保
護
者
に
し
っ
か
り

と
説
明
が
で
き
る
よ
う
県
と
Ｐ

Ｔ
Ａ
で
情
報
共
有
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
少
子
化
の
中
、
部
活

動
の
あ
り
方
も
変
わ
っ
て
き
て

い
る
。
現
状
を
踏
ま
え
、
あ
く

ま
で
も
子
ど
も
を
主
と
し
て
進

め
る
よ
う
に
し
た
い
」と
話
し
、

県
に
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

　

陳
情
書
を
受
領
し
た
県
教
育

委
員
会
・
市
村
社
会
教
育
課
長

は
「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
Ｉ
Ｔ
Ｃ

な
ど
を
活
用
し
て
活
動
に
取
り

組
む
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
敬
意
を
表
す

る
。
さ
ら
な
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の

充
実
の
た
め
、
県
教
委
も
連
携

し
て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し

た
。

　

今
回
の
陳
情
に
つ
い
て
は
、

県
教
委
が
各
関
連
部
署
に
要
望

内
容
を
伝
え
、11
月
15
日
（
火
）

に
行
う
県
Ｐ
と
の
対
談
で
回
答

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

例
年
行
う
陳
情
に
つ
い
て
、

松
尾
会
長
は
「
数
年
に
わ
た
っ

て
継
続
し
て
い
る
要
望
も
多

い
。
一
朝
一
夕
に
変
わ
る
こ
と

で
は
な
い
が
、
粘
り
強
く
要
望

を
出
し
続
け
て
い
く
こ
と
が
重

要
」
と
意
義
を
語
り
、「
子
ど

も
た
ち
を
取
り
巻
く
状
況
に
課

題
は
多
い
が
、
奮
闘
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
先
生
方
に
報
い
る

た
め
に
も
、
県
Ｐ
と
し
て
で
き

る
こ
と
に
取
り
組
み
、
と
も
に

子
ど
も
た
ち
を
支
え
て
い
き
た

い
」
と
決
意
を
示
し
ま
し
た
。

県に陳情書を
提出

「部活動の地域移行」について、
　　　　　　具体化と十分な周知を
その他、子どもたちを支えるための要望書を提出しました。

福岡県ＰＴＡ連合会

松尾会長（右）が提出した陳情書を市村社会教育課長（左）が受け取りました

陳情書に対する
県からの回答は、
県Ｐ新聞令和５年
１月発行号で掲載
予定です。
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　立花小学校のテーマは「つながろう立花」
です。子どもたち同士はもちろんのこと、保
護者と学校および地域がつながり、関わりな
がら、子どもたちを育んでいきます。
　ウイルス感染が猛威をふるう中、どういう
形であれば活動ができるかを会員の皆さま
と一緒に考えながら進めています。
　例えば、今年４月に開催したＰＴＡ総会
は、通常体育館に集まって行っていた形を、
感染対策として校内の各教室に分散するこ
とに変え、オンラインを活用して開催いたし
ました＝写真。
　また、コロナ禍になって中止が多かった資
源回収ですが、今年は、
◎各公民館に資源となる物を集め、回収
事業所の方に専用車で回っていただく
◎可能ならば学校に直接持っていく
　の２点を工夫し、実施できました。
　一日も早いコロナの終息を願い、健康に留
意しながら、子どもたちに残せるものをつ
くっていきたいと思います。
　計画を実現するにはどうするか、「思考す
る姿勢」を子どもも親も地域も、学校全体で
大事にし、これからも活動していきたいと思
います。

（立花小ＰＴＡ会長　桑原勝利）

コロナ禍でもできることを
八女市立立花小学校

南筑後

　金川中学校ＰＴＡでは、生徒一人ひとりの
「夢をカタチに」するための教育活動を支援
しています＝写真。私たちは、生徒の成長を
中学校のみでとらえず、保・幼・小・中の一貫
した教育支援をしています。ＰＴＡの除草作
業、うどん奉仕やおやじの会による環境整
備などの「協働の教育活動」を通して生徒の
成就感と共に地域の連帯感も育んでいます。
それに加え、学校・家庭・地域が持ち味を生
かし「教育の総合化」を図っています。「サ
マーフェスタ」「まつり金川」等、地域おこし
も充実しています。
　ところが、「コロナ禍」で直接的なかかわ
りができない状況になりました。しかし、人
数を限定して連携する、オンラインで連携す
る等、「距離は離れても心は離れない」様子
が見られます。これらの姿こそこれまで金川
中ＰＴＡが培ってきた取り組みの普遍的成
果です。「コロナ禍」は、ルーティンワークに
なりかけていた「協働の教育活動」の意義
を再確認させてくれました。
　金川中学校は、中学校再編により今年度
その歴史に幕を閉じます。しかし、ふるさと
金川の教育は、これからも価値あるカタチと
して存在し続けると信じています。

（金川中ＰＴＡ会長　加治将貴）

価値あるカタチを継承
田川市立金川中学校

筑豊
令
和
４
年
度
も
草
刈
り
を
実
施

オンラインで行ったPTA総会 生徒一人ひとりの夢をカタチに近づける夢授業

　皆さん糸島をご存知ですか？私は糸島に
両親とともに移住し50年弱。サラリーマンの
家庭で過ごしたので草刈り機に触ることも
なかったのですが、草刈り機を手に入れ８
年が経ちました。今まで環境を守り維持され
てきた保護者に頭が下がる思いです。とにか
く草木との格闘が毎年訪れます。保護者の
協力を仰ぎながらやっていますが、徐々に子
どもたちや世帯数が減り、環境整備に来る
のは小さな草取り鍬を持ったママさんばか
り！そんな事では大自然の成長著しい草木
には勝てません！義務とはいえボランティア
での草刈り地獄！こんなことがいつまで続く
のか？子どもに早く卒業してもらい抜け出し
たいと思うこの頃ですが、ＰＴＡ会長をさせ
てもらうことを感謝し、活気ある活動にして
いかなければと責任を感じる中で草刈り地
獄を抜け出すために、草刈り機を持っている
人だけが苦労しないように、関わる世帯が
平等に協力しあえるように創意工夫し、最
終段階ではＰＴＡ会費の大幅増額に着手
し、業者への委託または、草刈り機部隊の
増員、草刈り機の購入、女性草刈り部隊の
教育、講習など、未来へとつなげていくため
に考え努力していきます。

（志摩中ＰＴＡ会長　堀部尚孝）

草刈り地獄
糸島市立志摩中学校

福岡

心を育てる言葉とは
　
第
70
回
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究

大
会
山
形
大
会
「
人
と
ひ
と
の
繋
が

り
を
体
感
し
よ
う
！
〜
あ
が
ら
っ

し
ゃ
い
精
神
の
山
形
か
ら
〜
」
が
８

月
26
日
（
金
）・
27
日
（
土
）
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
第
1
分
科
会 

家
庭
教
育「
迷
わ
な

い
子
育
て
は
な
い
！
子
育
て
の
悩

み
を
共
有
で
き
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
」
で

は
、
鈴
木
一
作
氏
が
「
子
ど
も
の
心

を
育
て
る
〜
子
育
て
を
支
え
る
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
役
割
〜
」
を
テ
ー
マ
に
基
調

講
演
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
に
「
大

切
な
こ
と
は『
正
義
・
勇
気
・
愛
』で
、

『
偉
い
人
に
な
れ
と
は
言
い
ま
せ

ん
。立
派
な
人
に
な
り
な
さ
い
』
と

伝
え
る
。大
人
が
絶
対
的
な
味
方
だ

と
、
姿
勢
と
態
度
で
示
す
。死
に
対

す
る
実
感
の
た
め
、『
親
よ
り
先
に

死
ん
で
は
い
け
な
い
』
と
し
っ
か
り

と
教
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。『
頑

張
れ
』
と
い
う
言
葉
は
祈
り
の
言
葉

で
、〝
あ
な
た
の
成
功
を
　
あ
な
た

の
幸
せ
を
　
あ
な
た
の
未
来
を
私

は
信
じ
　
祈
っ
て
い
ま
す
〞
と
い

う
意
味
が
あ
る
」
な
ど
、
実
体
験
を

交
え
て
講
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
子
育
て
を
通
し
て
知
り
合
う
Ｐ

Ｔ
Ａ
。悩
み
を
共
有
で
き
る
仲
間
に

感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
な
が

ら
や
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

（
県
Ｐ
副
会
長
・
香
月
ま
ゆ
み
）

日P全国研究大会　山形大会

鈴木一作氏による基調講演▶

◀記念演奏会も
　行われました

伝えること、伝わること
　
８
月
20
日
、
福
岡
県
中
小
企
業
セ

ン
タ
ー
に
て
「
第
15
回
広
報
紙
づ
く

り
研
修
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
中
、

杉
村
ひ
と
み
さ
ん
・
神
原
里
佳
さ

ん
に
よ
る
「
み
ん
な
で
紡
ぐ
広
報
紙

〜
楽
し
く
創
る
に
は
〜
」
の
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
後
、
各
校
広
報
委
員

の
方
々
の
グ
ル
ー
プ
討
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
は
、
こ
こ
２
年
ほ

ど
コ
ロ
ナ
禍
で
滞
っ
て
い
る
現
状

が
あ
り
ま
す
。有
効
な
引
き
継
ぎ
を

受
け
ら
れ
な
い
中
、
ど
こ
ま
で
求
め

ら
れ
て
い
る
の
か
、
実
際
に
ど
こ
ま

で
で
き
る
の
か
、
各
役
員
は
模
索
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
各
校
の
広
報

委
員
の
方
々
は
、
広
報
紙
を
通
し
て

「
必
要
な
こ
と
を
ど
う
伝
え
て
い
く

か
」「
担
っ
た
か
ら
に
は
、
こ
の
役
割

に
き
ち
ん
と
向
き
合
い
た
い
」
と
、

意
欲
と
熱
意
を
も
っ
て
こ
の
研
修

会
に
参
加
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
開
催
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
意

見
交
換
、
情
報
交
換
、
他
校
の
活
動

を
知
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
と
の

回
答
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。印
象
に

残
っ
た
の
は
「
す
べ
て
の
広
報
紙
は

一
生
懸
命
作
っ
た
作
品
。す
べ
て
が

最
優
秀
賞
だ
と
思
う
」
と
い
う
意
見

で
す
。

　
み
ん
な
、
頑
張
っ
て
い
る
の
で

す
。　（
広
報
委
員
・
大
村
美
代
子
）

第15回　広報紙づくり研修会

グループ討議で
活発に意見交換▶

◀トーク
　セッションの
　様子
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福岡県ＰＴＡ連合会 ＰＴＡ活動災害保障制度のお知らせ

※保障制度の詳細については、制度取扱代理店にお問合せください。

◎制度に関するお問合せ先：制度取扱代理店 株式会社コーリン（福岡県ＰＴＡ連合会保障制度事務局） ◎制度引受保険会社：ＡＩG損害保険株式会社 損害保険ジャパン株式会社

TEL：0120-228-553（受付時間：平日午前９時～午後５時）

（ＰＴＡ団体傷害保険・ＰＴＡ賠償責任保険・受託者賠償責任保険） 

PTA活動中の事故によるおケガや法律上の損害賠償責任は 

『PTA活動災害保障制度』 

D-005629（2022-11）

例えばこんな時は 
ご相談ください！ 

･PTA主催の親子バレー大会で、参加したお母さんが転倒して負傷された・・・ 
･PTA活動の除草作業中に、草刈り機から石が飛んで近くに停まっていた車の窓ガラスが割れてしまった・・・ 

でカバーしています 

PTA通信

　遠賀南中学校の校舎裏手には梅の木が自
生しています。毎年、５月から６月頃には、やや
黄みがかった鮮やかなライトグリーンの実を
付けます。
　遠賀南中ＰＴＡでは、この梅の実を活用し
た活動を行っています。今年は５月29日（日）
に役員やＯＢが集まって、梅の実を採集しまし
た。各自が道具を持ち寄って、朝からそれぞ
れがポジションを決め、脚立に上ります。梅の
実は低い位置にもありますが、かなり高所に
なっているものもあります。高所が苦手な人は
多少怖い思いをしながらも、一生懸命、実をも
ぎました。一部に高級梅で知られる南高梅も
あります。梅の実は傷がつくとそこから傷んで
しまうので、丁寧な作業を心がけました。
　採集隊とは別に、販売用に袋詰めする作業
も進めます。いくつものバケツに山盛りになっ
た梅を係でビニール袋に詰めていきました。結
果、１袋500円で保護者向けに販売した梅が
60袋近く売れ、売り上げはＰＴＡの収益とな
り、今後のさまざまな活動に使われることにな
りました。このようにＰＴＡの活動資源として
活用できるものは、探せば学校の中にまだあ
ります。今後も今あるもので何か活動が仕組
めないか、考えていきたいです。

（遠賀南中PTA会長　石橋英二）

梅の実でみんなを笑顔に
遠賀町立遠賀南中学校

北九州

　三奈木小学校は、学校の敷地に川が流
れ、豊かな自然に囲まれた学校です。ＰＴＡ
では、ふるさとを愛する子を育成するために
「学校・保護者・地域が手を取り合おう」を
合言葉にさまざまな活動を行っています。そ
の一つとして親子や親同士の人間関係づく
りを目的とした親子ふれあい会があり、各学
年で内容を決めています。これまでに、魚の
つかみどり、二分の一成人式、もちつき（＝
写真）などを行いました。各学年の学級委員
を中心に企画・準備や当日の進行などを行
います。魚のつかみ取りでは、学校の川に魚
を放流し、子どもたちが素手で捕まえ大変盛
り上がります。　
　その他にもコミュニティ主催のほたる祭り
や特別養護老人施設のきらく荘祭りに６年
生が太鼓の演奏で出演します。その際に保
護者と学校が協力し、地域のお祭りを盛り
上げます。
　ここ２年はコロナ禍でできていない活動
も多いですが、今後も子どもたちが、ふるさ
とを愛し、楽しく学校生活を送ることができ
るように活動を継続していきたいと考えてい
ます。

（三奈木小PTA会長　森山礼二郎）

ふるさとを愛して
朝倉市立三奈木小学校

北筑後
農
業
体
験
を
通
し
て
、白
川
米
に
つ
い
て
学
習

校内の資源を活用して収益につなげました 子どもと大人がふれあうもちつき

　苅田町立白川小学校は、苅田町の西部に
位置し、豊かな自然に囲まれた児童数72人
の小規模校です。校区の「等覚寺（とかくじ）
の松会（まつえ）」は、国の重要無形民俗文
化財に指定された伝統ある行事として有名
です。
　白川小学校では、子どもたちの体験活動
や地域とふれあう活動に継続して取り組ん
でいます。「等覚寺の松会」には３・４年生
が参加し、田打ちや楽打ちの所作を披露し
ています。また、５年生は、田植えや稲刈り、
脱穀等の農業体験を通して、「おいしい白川
米のひみつ」について学習しています＝写
真。そして、１・２年生は地域の芋畑で芋の苗
さしや収穫を体験しています。子どもたちは、
さまざまな活動を通して「ふるさと白川」のよ
さをたくさん見つけています。
　このような活動を、ＰＴＡだけでなく、白川
小サポートクラブ、地域の方々が支えてくだ
さっています。ウィズコロナの中で、子どもた
ちの教育環境や生活環境を大人が守ってい
かなればなりません。できる活動を見つけな
がら、今後も、学校・家庭・地域が一体と
なって子どもたちの健やかで心豊かな成長
のために力を合わせて取り組んでいきます。

（白川小ＰＴＡ会長　吉本新人）

地域とともに育てる
苅田町立白川小学校

京築
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令和
4年度 三行詩コンクール 入賞・入選作品が決定

　　おめでとうございます！
　令和4年度の三行詩コンクール（後援・文部科学省、厚生労働省、「早寝
早起き朝ごはん」全国協議会）で、福岡県PTA連合会（県P）が選考した
入賞・入選作品が決定しました。
　三行詩とは、三行程度で表現された短文のこと。「家庭で話そう！我が
家のルール・家族のきずな・命の大切さ」のテーマに沿って、家族の日常

風景や会話が思い浮かぶような生き生きとした三行詩が今年度も多数寄
せられました。
　県P内の応募総数は小学生・中学生・一般の３部門合計で785作品。優
秀賞の15作品は日本PTA全国協議会（日P）に推薦されました。

優秀賞

優秀賞
中
学
生
の
部

小
学
生
の
部

優秀賞
一
般
の
部

小
学
生
の
部

　
城
﨑
陽
茉
莉
（
筑
後
市
立
水
洗
小
６
年
）

　
入
部
　
那
海
（
筑
後
市
立
水
洗
小
３
年
）

　
吉
田
み
な
と
（
八
女
市
立
立
花
小
４
年
）

　
北
島
　
紗
英
（
筑
後
市
立
水
洗
小
２
年
）

　
辻
　
　
唯
花
（
筑
後
市
立
水
洗
小
５
年
）

中
学
生
の
部

　
奥
村
ひ
か
る
（
八
女
市
立
南
中
１
年
）

　
日
下
部
　
虹
（
八
女
市
立
南
中
２
年
）

　
平
嶋
直
太
朗
（
八
女
市
立
立
花
中
１
年
）

　
田
島
　
颯
徒
（
八
女
市
立
南
中
２
年
）

　
牛
島
　
瑠
珂
（
八
女
市
立
南
中
２
年
）

　
龍
　
　
駿
喜
（
筑
後
市
立
筑
後
北
中
２
年
）

　
石
野
美
玖
里
（
筑
後
市
立
筑
後
北
中
３
年
）

入
選

給
食
エ
プ
ロ
ン
を
見
て

「
大
き
く
な
っ
た
ね
」

と
言
う
母

6
年
間
ア
イ
ロ
ン

あ
り
が
と
う

　
篠
﨑
　
理
心

（
太
宰
府
市
立
水
城
小
６
年
）

家
族
で
も

て
れ
ず
に
言
お
う

大
好
き
、

ご
め
ん
ね
、

あ
り
が
と
う

　
上
村
　
優

（
太
宰
府
市
立
太
宰
府
小
４
年
）

お
父
さ
ん
と

お
ふ
ろ
で
話
す

一
日
の
で
き
ご
と

心
も
体
も
ポ
カ
ポ
カ
だ

　
城
﨑
　
晃
成

（
筑
後
市
立
水
洗
小
２
年
）

あ
り
が
と
う
は

い
え
る
け
ど
、

ご
め
ん
な
さ
い
は

は
ず
か
し
い

で
も
、心
の
中
で
は

お
も
っ
て
い
る
よ
。

　
髙
口
　
昊

（
筑
後
市
立
水
洗
小
４
年
）

笑
顔
で「
お
は
よ
う
」

こ
れ
が
わ
た
し
の

や
る
気
ス
イ
ッ
チ

　
高
山
　
希
々
果

（
八
女
市
立
立
花
小
４
年
）

「
ど
う
し
た
ん
。」

私
の
異
変
に
す
ぐ
気
づ
く

や
っ
ぱ
り
母
に
は

か
な
わ
ん
な
あ

　
出
口
　
真
帆

（
築
上
町
立
椎
田
中
３
年
）

コ
ロ
ナ
禍
で

増
え
る
ス
ト
レ
ス

減
る
笑
顔

解
決
法
は
、

家
族
の
会
話
と

母
の
ご
は
ん

　
青
木
　
蓮

（
八
女
市
立
立
花
中
２
年
）

幸
せ
っ
て
な
ん
だ
ろ

い
ろ
い
ろ
あ
る
け
ど

今
生
き
て
い
る
こ
と
が

一
番
の
幸
せ

　
島
津
　
浩
夢

（
筑
後
市
立
筑
後
北
中
３
年
）

い
つ
の
ま
に

母
の
背
た
け
を

追
い
こ
し
た

次
は
私
が

支
え
る
番

　
井
上
　
碧
乃

（
八
女
市
立
南
中
３
年
）

知
ら
な
い
ふ
り
し
て
、

気
づ
い
て
る

そ
ん
な
両
親
の
こ
と
が

好
き
。

　
島
田
　
結
奈

（
八
女
市
立
南
中
２
年
）

「
じ
ぶ
ん
し
だ
い
」と
、

何
気
に
放
っ
た
わ
が
子
の

言
葉
に
ハ
ッ
と
す
る
。

「
先
」に「
生
」ま
れ
た
の
は

私
だ
け
れ
ど
　

こ
の
子
は
き
っ
と
　

私
の「
先
生
。」

　
髙
取
　
美
也

（
太
宰
府
市
立
水
城
西
小
保
護
者
）

今
は「
お
も
ち
ゃ
」を

取
り
合
う
姉
妹
で
も

大
人
に
な
れ
ば

「
幸
せ
」を
分
け
合
う

姉
妹
に
な
る
と

信
じ
て
育
て
る
親
心

　
三
原
　
昌
利

（
筑
後
市
立
水
洗
小
保
護
者
）

命
を
つ
な
げ
よ
う

小
さ
な
命
・
大
き
な
命

絶
対
に
自
分
か
ら

切
っ
て
は
い
け
な
い

　
林
　
真
未

（
太
宰
府
市
立
水
城
西
小
保
護
者
）

ど
ん
な
僕
で
も

受
け
止
め
て
く
れ
る

家
族
は

ぼ
く
に
と
っ
て

名
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー

　
小
野
　
美
奈

（
八
女
市
立
立
花
中
保
護
者
）

思
春
期
に
な
る
と

離
れ
て
く

い
つ
も
は
ダ
メ
だ
と

言
っ
て
る

お
菓
子
だ
け
ど

必
死
に
好
き
な
お
菓
子
で

つ
っ
て
る
さ
み
し
い
母
。

　
福
田
　
文
香

（
糸
島
市
立
南
風
小
保
護
者
）

　

気
づ
け
ば
今
年
も

残
り
２
カ
月
を
切
り

ま
し
た
。
不
安
い
っ

ぱ
い
で
引
き
受
け
た

母
親
代
表
の
役
で
し

た
が
、
今
思
う
と

あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
て
い
る
気
が
し
ま

す
。
こ
れ
も
、
こ
の

役
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
で
ご
縁
の
あ
っ
た

方
々
と
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報

交
換
を
し
て
、
私
自
身
た
く

さ
ん
の
気
づ
き
が
あ
る
日
々

に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。
会
議
で
吉
塚
ま
で

通
う
の
が
、
初
め
は
正
直
億

劫
で
し
た
が
、
帰
宅
時
に
は

行
っ
て
良
か
っ
た
！
と
毎
回

思
い
な
が
ら
帰
っ
て
い
ま
し

た
。
今
月
は
子
育
て
研
修
会

も
開
催
さ
れ
ま
す
！
皆
さ
ま

と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
母
親
代
表
・
住
吉
）

県Ｐ委員のひとりごと

山際千津枝
の

食事は姿勢良く美しく

─ マングースの独り言 ─ Vol.112

食べるってなあに
　田んぼの真ん中にある古民家カフェ、美魔女がオーナーです。
　先日、知人と久々に訪れました。窓の外は黄金色に輝く稲穂の
波。熱々のスープとパンとサラダ、デザートとコーヒー。至福の時間で
す。
　そこへ若い女性のお客さま。なかなかおしゃれな二人連れ。部屋
の真ん中に置かれたソファー席が気になる様子です。「そちらは召し
上がりにくいので窓側のテーブルにどうぞ」とお店のマダム。二人は
「ここで良いです」とフカフカの椅子に身を沈めました。
　こっそりこういう場面を観察するのが趣味の困ったおばさんがいる
ことに二人は気がつきません。
　料理を運びながら、もう一度マダムは窓際の席を勧めました。「デ
ザートをこちらでされてはいかがですか」。それでも二人は動きませ
ん。
　さあこの後どうなるかみなさん想像できますか。
　テーブルはとても低くソファはフカフカ。分厚いスープボウルに
入ったスープは熱々で、とても持ち上げていただくことはできませ
ん。そうなるとスプーンですくったスープに口の方を近づけるしかあり
ませんね。それにしても食べにくそうです。

　食事のマナーで一番嫌がられるのは「犬食い」（極端な前屈姿勢
で食べる姿で周囲から見苦しいとみなされる）です。せっかく素敵な
カフェにおしゃれをしてきたのに、この所作では台無しです。いつか
美しい姿勢で食事する大切さにも気づいてほしいとひっそりと思うお
ばさん（私）でした。
　お箸の持ち方やクチャクチャ音を立てて食べることなどには気を
つけていても、姿勢にまでは気が回らないこともありそうです。ちな
みに口をきちんと閉じてもぐもぐすると口から音は漏れませんよ。
　意外な気がしますが、器を持ち上げないのがマナーの国は多いの
です。韓国やフランスなど多くの国ではコーヒーカップなど小さな器
以外は持ち上げません。だからスプーンが発達したのかもしれませ
ん。肉用の大きな西洋皿を持ち上げていただくのはやはり格好悪い
です。これは文化の違いですからお互い尊重したいものです。
　低いテーブルでコーヒーや紅茶をいただく時は、カップだけでなく
左手にソーサーも持ち、良い姿勢でいただきましょう。
　飲食時の姿が美しいだけでとても素敵な人だと思われるのです
よ。

やまぎわ・ちづえ
食をコミニュケーションツールと考えている料理研究家。その他エッセイスト・テレビ
ラジオのコメンテーター。現在は博多阪急デパートにおいて地下食品販売部アドバイサー
を務める。


